
令和８年１月募集初回採択回福島県いわき市申請者

104,510千円
（46,152千円）

期間中の総事業費
（カッコ内はR8年度事業費）R8-R10年度事業計画期間

地場産業支援関連事業事業分野（大項目）インフラ
整備事業

拠点整
備事業✓ソフト

事業事業分野

・東日本大震災からの復興のシンボルである「野球」というコンテンツを最大限に活用し、将来の地域創生を担う若者世代に対して、交流
事業等を開催し、地元を見つめ直す機会や地域コミュニティとの交流の場を提供し、地元への愛着を醸成することで、UIJターンの促進を
目指す。
・市が主催者として、プロ野球の公式戦を計画立案・実施することで、交流人口と地域経済活動の拡大を図るとともに、地元企業の育
成、さらには新たな雇用の創出を行い、地域経済の拡大を目指す。

目的・効果

【事業概要】
スポーツ事業に関する専門的な知識を有する外部人材を招聘し、小学
生から大学生までの世代間交流や、震災を経験した自治体の子ども達
との交流事業、甲子園常連校との交流試合などを開催する。また、プロ
野球を開催することにより、地元企業の育成と新たな雇用の創出を図る。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR8年度事業費

【ソフト事業】
〇いわき甲子園プロジェクト実行委員会負担金 4,156千円
・小学生交流事業 ・高校生交流事業
・指導者育成事業
〇プロ野球開催支援委員会負担金 26,766千円
・事業推進主体組織経費 ・計画立案経費
・大会開催運営等経費 ・広報ＰＲ費
・効果検証費
〇スポーツによる地域創生コーディネータ業務（委託料）13,670千円
〇高校生交流事業にかかる施設整備経費 1,560千円

＜交付金の具体的使途・実施体制＞
https://www.city.iwaki.lg.jp/www/content
s/1769669957552/index.html
＜効果検証＞
調整中

URL
※交付金の具体的使途・実
施体制・効果検証の結果及
び改善方策への反映が記載

されているURL

①地域へのUIJターン数（＋22人）
②プロ野球開催による経済効果（＋320百万円）
③スポーツ（野球）を通した交流人口数（＋600人）
④地域における人材数（小学生の競技人口）（＋60人）

主なKPI
※カッコ内の数値は実施計画におけ
る「KPI増加分の累計」の目標値

事業概要：野球による地域創生～いわき甲子園プロジェクト～


